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2017～2018年
経産省

健康経営優良法人

歩行と健康に関する研究

自社の研究成果を、社員の健康づくりに活用

2012年
日本政策投資銀行

健康経営格付融資
第１号選定

※有利な条件での融資

2015～2018年
経産省・東証

健康経営銘柄

内臓脂肪とくらしに関する研究

ノウハウとソリューションを

社会の健康づくりへ

花王の健康づくりへの取り組み



花王の健康経営の成果



花王の健康経営の特徴

⾒える化組織化

効果的なソリューション

×

社⻑からの意思表明
「花王グループ健康宣⾔」

健保と⼈事の連携
（コラボヘルス）
事業場ごとに健康づくり
推進責任者を設置

健診・⽣活習慣・医療費データ
分析から現状と課題を⾒える化

･･･「花王健康⽩書」
分析に基づくPDCA計画

内臓脂肪と⽣活習慣のみえる化

「歩く」環境づくり 「⾷べる」環境づくり



⾷後
⾼⾎糖

命にかかわる病気への
ドミノ倒しは内臓脂肪から
始まる・・・

「メタボリックドミノ」
慶應義塾⼤学医学部
内科学教室腎臓内分泌代謝内科
伊藤裕教授

内臓脂肪に着⽬した健康づくり



短時間で正確な測定が可能に

Ｘ線ＣＴ法 内臓脂肪計
（医療機器）

腹囲測定

腹囲測定と同様に
どこでも（健診でも）、
立ったままで、
短時間で測定が可能。

原理特許

製造・販売

内臓脂肪を「測る」



日本中で内臓脂肪を測定

内臓脂肪と⽣活習慣を「知る」



内臓脂肪に着⽬した健康づくり
内臓脂肪を測る 内臓脂肪を“くらし”で

減らすサイエンス

1万⼈以上の
内臓脂肪と⽣活習慣の
データベースから導かれた

⾷べかた

動きかた

内臓脂肪を測って、“くらし”で減らし、また測る。



内臓脂肪を“くらし”で減らすサイエンス

健診
データ

内臓脂肪
標準

⽣活習慣
問診

詳細な
⾷⽣活
調査

1万⼈以上 600⼈

⾷事の「量」「質」「時間」
⾝体活動

どんな⾷材を
どれだけ⾷べているか

※ J-VALUEⅢ Study（国⽴京都医療センター）

食生活の因子（質問によりスコア化可能）

※ Takase et al., J Obes, Article ID 9497861, 
Volume 2019(2019) in press



「⽇本⼈の⾷事摂取基準」の範囲内で
できるだけ３組の「⽐」が⾼くなる⾷事を作成

等エネルギーの⼀般的な現代⾷と⽐較

ヒト試験による確認

ヒト試験（単回〜継続）
○ 食後の熱産生が大きい
○ 食後の肥満ホルモン（ＧＩＰ）分泌が少ない
○ 腹もちがよく満足感を得やすい
○ 継続摂取で内臓脂肪減少

※投稿中

※⾼瀬ら、第61回⽇本
栄養改善学会学術総会



すこし昔の⽇本型⾷⽣活には

燃えやすく、しっかり⾷べても内臓脂肪をためない
という健康ベネフィットがあったと考えられた。

⽇本型⾷⽣活の健康ベネフィットを
現代のおいしい⾷卓で、スマートに・・・

「スマート和⾷」
※⾼瀬、第61回⽇本栄養改善学会学術総会スポンサードシンポジウム①「内臓脂肪になりにくい⾷事」

「スマート和⾷」は
花王の登録商標です。



「スマート和⾷」の普及
＜先⽣⽅と学会にて＞ ＜農⽔省の産学コンソーシアムにて＞

学： 静岡県⽴⼤学
産： 花王、SBS健康増進センター、

聖隷健康サポートセンターShizuoka、
ABC Cooking Studio



「スマート和⾷」を利⽤した健康経営の実践
セミナー、教材

⾷べる教材／実践サポート

⾷堂で 弁当で

内臓脂肪の測定



「スマート和⾷」教材の⼀部

（スマート和⾷の栄養バランスの効果を最⼤限に発揮するくらしの「⼟台」）



「スマート和⾷」教材の⼀部

１つでも実践することで、太りにくい食事の「質」に近づく

（難しい栄養計算をしなくてもスマート和⾷の⽬標栄養バランスに近づくガイドライン）



花王の社員⾷堂では・・・
国内すべての社員食堂
（11事業場）で
それぞれの食堂業者が
「スマート和食」ランチを提供

茅場町事業場（⻄洋フーズコンパス）
すみだ事業場（グリーンハウス）

川崎⼯場（⻄洋フーズコンパス）

⼩⽥原事業場（⻄洋フーズコンパス）

⿅島⼯場・研究所（砂⼭⾷品）

酒⽥⼯場（メフォス）

栃⽊⼯場・研究所（栃の葉）

和歌⼭⼯場・研究所
（丸和⾷品）

豊橋⼯場・研究所（メフォス）

⼤阪事業場（シダックス）

花王サニタリープロダクツ愛媛
（メフォス）



給⾷・弁当業者さんとの協業

かｎ

コスト
計算

コスト

給⾷業者（既存業務） 給⾷業者（栄養⼠追加業務）

基本
栄養
計算

既存のレシピ
を活⽤

基本
栄養
計算

・
・
・
・

・
・
・
・

スマート和⾷
３組の⽐

計算

教育

栄養計算
セット作成

※基本栄養計算
ｶﾛﾘｰ、脂質、塩分

※指定栄養計算
⾷物繊維、オメガ3
（または⿂頻度）

報告

○仕⼊れ
○レシピシステム

花王

コスト
計算

基本
栄養
計算

特許使⽤許諾
規格・ツール

専⾨職向け講座

特許・ノウハウ・ツール

献⽴作成規格

チェック・監修

監修

商標使⽤許諾
商標

利⽤者



「スマート和⾷」ランチの推奨

カフェテリアから
推奨メニューを選ぶと
スマート和⾷になる
ショーケースに⾒本展⽰



花王本社モニター 3か⽉間の実践

3か⽉間
プログラム

定期的な内臓脂肪測定

社員⾷堂でスマート和⾷ランチ

スマート和⾷
セミナー

実践

確認

⾷事チェック

※ ⾼瀬ら、⽇本産業衛⽣学会 ⼝演（2015年5⽉）
花王社員（n=57）

動機づけ



対象者の「スマート和⾷」実践度（⾷事チェックシートから）
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※ ⾼瀬ら、⽇本産業衛⽣学会 ⼝演（2015年5⽉）



花王本社の社員⾷堂では・・・

「スマート和⾷」の⾷育を受け、
⾷堂で「スマート和⾷ランチ」を可能な範囲で⾷べ続けた社員の

内臓脂肪変化（n=57）

※ ⾼瀬ら、⽇本産業衛⽣学会 ⼝演（2015年5⽉）
花王社員（n=57）

「スマート和食ランチ」利用頻度

８回/月以上 ８回/月未満開始時 １ヶ月 2ヶ月 3ヶ月

期 間



対象者の感想
プログラム全体の評価

「スマート和食ランチ」の評価
（味、量）



健康経営への利⽤例
内容 年度 地域 対象 備考

内臓脂肪の
測定
＋

スマート和⾷
セミナー
＋

スマート和⾷
職場給⾷

2014
年度

東京都
中央区 花王本社 57名 産業衛⽣学会にて⼝演

2016
年度

⻘森県
弘前市

⻘森銀⾏、マルマン、
東北化学の従業員 111名

弘前⼤学COI研究、
⽇本栄養⾷糧学会誌
（in press）

2017
年度

⻘森県
⼋⼾市 ⻘森銀⾏の従業員 50名

⼭形県
⼭形市 ⼭形銀⾏の従業員 56名

福島県
須賀川市 須賀川⽡斯の従業員 51名

福島県事業、
⽇本公衆衛⽣学会公募
シンポジウム採⽤

2018
年度

⻘森県
⻘森市 ⻘森銀⾏従業員 52名

⼭形県
⼭形市 ⼭形県職員 78名

岩⼿県
各地 県内6企業の従業員 236名 岩⼿県事業



地域の弁当業者

福島県「元気で働く職場」応援事業
福島県

花 王
内臓脂肪測定

開始時、5週⽬、
10週⽬に測定

「スマート和⾷」⾷育

開始時にセミナー、
その後週1回の
セルフチェック

「スマート和⾷」
設計技術・規格

「スマート和⾷」弁当

「健康経営」を志向する地域企業（須賀川⽡斯）

従業員（51名）

監修・ライセンス

⽇替りの
⾷べる
教材

業務委託

⾃分のからだを知って、
⾷⽣活を改善する⽬的を
理解

配達・販売



各地の⽇替わり「スマート和⾷ランチ」

弘前 ⻘森

北上
⼤船渡

須賀川

⼭形



普及のため、健康経営に携わる
専⾨職向けの講座を開催。
●スマート和⾷の理論から保健指導、⾷事設計
の実践まで。

●2018年度
都内（花王本社）にて４回
岩⼿県内にて４回（岩⼿県事業）

「スマート和⾷」マスター講座



健康経営を⽀援する⾷環境整備
まずは、
○ 職場の健康課題、生活習慣特徴を認識。
○ 本人が、「なぜ食習慣を変えた方が良いのか」を認識。

（例：内臓脂肪や自分の食生活の課題を見える化）

認識とやる気のあるうちに、
○ 目的、理由、やり方がわかりやすい食習慣提案。
○ 食べる教材＝具体的な食事提供で実践を促す。
○ できる限り続けやすくする工夫。

（おいしさ、食べごたえ、レパートリー、価格・・・）

実践したら、
○ 食習慣とからだの変化を見える化。
○ 本人が自分で考えて継続できるようにする。
○ 組織としての成果の確認。


